
 1 / 3 

 

報道関係者 各位                               2025年 2月 18日  

脱炭素社会実現に向けたエネルギー関連技術の研究施設を建設へ 

郡山西部第一工業団地第 2期工区の土地売買契約を締結 

 

 

 

  

郡山市は、2018 年より国が始動をした取り組みである『SDGs 未来都市』に選定されるなど、

エネルギー事業などを積極的に取り入れた街づくりを推進しています。一方で、2024 年から稼働

を開始した弊社郡山工場は、エネルギー関連技術の研究を目的としたラボ棟「LABO」を併設し

ました。しかし、近い将来、人数増加が必要なこと、研究設備の設置スペースに限界がくることが

わかりました。 

この課題を解決し、これまで以上にエネルギー関連技術における研究を加速していくため、「次世

代配電システム研究」と「蓄電システム構築研究」を中心とした研究施設を建設予定とし、福島

県郡山市と、郡山西部第一工業団地第 2 期工区の土地売買契約を 2025 年 2 月 17 日に

締結しました。また、同日午後に郡山市役所にて土地売買契約締結式をおこないました。 

 

【土地売買契約締結式】 

日時  ：2025年 2月 17日（月） 13時 30分〜14時 30分 

場所  ：郡山市役所庁議室（本庁舎２階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：左から河村電器産業株式会社 代表取締役社長 水野一隆、郡山市長 品川萬里 

 

 受配電設備メーカーの河村電器産業株式会社（本社：愛知県瀬戸市 代表取締役社

長：水野一隆）は、2 月 17 日に福島県郡山市と、郡山西部第一工業団地第 2 期工区の

土地売買契約を締結しました。また、同日午後に郡山市役所にて土地売買契約締結式をおこ

ないました。 
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・郡山市長 品川萬里 コメント 

 

河村電器産業株式会社様におかれましては、東日本大震災の復興に寄与されたいとの崇高な

理念のもと、昨年４月から郡山工場を稼働されるとともに、災害時における避難者支援・指定避

難所等の協力に関する協定の締結など、コーポレートシチズンとしての様々なお取組みに対し、心

から感謝を申し上げます。新たな研究施設の拡張により革新的な技術を開発され、世界的課題

であるカーボンニュートラルの実現を牽引いただけますことを御期待申し上げます。今後におきまし

ても、河村電器産業株式会社様との「公民協奏」により、誰一人取り残されず、多様な個人それ

ぞれが幸せや生きがいを感じることができる「ウェルビーイング都市・郡山」の実現を目指してまいりま

す。 

 

・河村電器産業株式会社 代表取締役社長 水野一隆 コメント 

 

2024 年 4 月より福島県郡山の土地に生産拠点を稼働させました。稼働開始後は、地方創生

や防災などさまざまな視点から郡山市様とお取り組みをさせていただいております。そして、更なる

発展を目指し当社において東北地方初となる生産拠点を設けた地で、エネルギー関連技術の研

究にもこれまで以上に力を入れていく所存です。また、福島県で研究が盛んな水素エネルギー等

の連携研究も視野に入れ、脱炭素社会実現と地域貢献ができるよう積極的に取り組んでまいり

ます。 

 

 

土地・事業概要について（予定） 

 

(1) 計 画 施 設 エネルギーに関する研究施設（仮） 

(2) 所 在 
福島県郡山市熱海町上伊豆島 

郡山西部第一工業団地（第 2期工区）E街区 2号 

(3) 地 積 22,398.38㎡ 

(4) 延 床 面 積 5,000㎡ 

(5) 地 目 宅地 

(6) 操 業 時 期 2027年 12月（予定） 

(7) 雇 用 計 画 50名程度の人材採用を予定（操業後 3年間の合計） 

※本計画は現段階のものであり、今後、内容は変更になる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

◎本件に関するお問い合わせ先                                        
コーポレートコミュニケーション部  広報課  真野 TEL：070-5374-6802 
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■■参考資料 ■■ 

 

▼位置図 


